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収
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│
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収
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│

横　
　

溝　
　

え
り
か

1
．
問
題
意
識

2
．
先
行
研
究

3
．
検
証

4
．
結
び
に
か
え
て

論　

説

（
四
五
三
）



政
経
研
究　

第
五
十
四
巻
第
四
号
（
二
〇
一
八
年
三
月
）

三
六

1
．
問
題
意
識

国
際
収
支
が
持
続
可
能
で
あ
る
と
は
、
安
定
し
た
外
貨
繰
り
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
日
本
は
資
源
の
輸
入
国
で
あ
る
以
上
、
輸

入
の
た
め
に
は
外
貨
が
必
要
と
さ
れ
る
。
資
源
輸
入
に
は
継
続
的
に
、
純
額
で
、
外
貨
が
日
本
に
入
っ
て
く
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
日
本
の
国
際
収
支
構
造
が
、
近
年
で
は
変
化
し
て
き
て
い
る
。
か
つ
て
の
日
本
で
は
、
貿
易
収
支
黒
字
か
ら
来
る
経
常
収
支
黒
字

と
、
対
外
資
産
の
増
加
を
表
す
金
融
収
支
黒
字
と
が
、
国
際
収
支
構
造
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
と
り
わ
け
東
日
本
大
震
災
後

に
、
貿
易
収
支
の
基
調
が
変
わ
り
、
月
次
ベ
ー
ス
で
見
る
と
赤
字
と
な
る
期
間
が
数
多
く
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
赤
字
と
な
る
期
間

が
出
て
き
た
貿
易
収
支
に
代
わ
り
、
近
年
、
経
常
収
支
黒
字
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
第
一
次
所
得
収
支
黒
字
で
あ
る
（
1
）

。

第
一
次
所
得
収
支
は
、
海
外
か
ら
の
要
素
所
得
受
取
り
か
ら
、
海
外
へ
の
要
素
所
得
支
払
い
を
引
い
た
も
の
と
な
る
。
日
本
の
場
合
、

海
外
か
ら
の
要
素
所
得
受
取
り
の
多
く
を
占
め
る
の
が
海
外
か
ら
の
投
資
収
益
と
な
る
（
2
）

。
投
資
収
益
は
、
過
去
の
経
常
収
支
黒
字
に

よ
っ
て
得
た
外
貨
を
対
外
資
産
の
購
入
に
充
て
、
そ
の
購
入
し
た
対
外
資
産
か
ら
得
ら
れ
た
収
入
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

そ
の
投
資
収
益
は
、
直
接
投
資
収
益
・
証
券
投
資
収
益
・
そ
の
他
投
資
収
益
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
投
資
収
益
全
体
に
占
め
る
割
合

で
見
る
と
、
全
体
の
六
割
程
度
を
占
め
る
証
券
投
資
収
益
に
対
し
て
、
直
接
投
資
収
益
は
、
過
去
に
は
二
割
程
度
で
し
か
な
か
っ
た
。
し

か
し
直
近
の
二
〇
一
六
年
で
見
る
と
三
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
徐
々
に
証
券
投
資
収
益
の
割
合
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
。

こ
の
直
接
投
資
収
益
の
、
直
接
投
資
残
高
に
対
す
る
比
率
を
見
る
の
が
、
直
接
投
資
収
益
率
と
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
過
去
に
蓄
積

し
た
対
外
資
産
か
ら
得
ら
れ
る
要
素
所
得
の
効
率
性
を
見
る
指
標
の
一
つ
が
、
直
接
投
資
収
益
率
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
論
文
で
は
、
日
本
銀
行
が
公
表
し
て
い
る
業
種
別
・
受
入
先
別
直
接
投
資
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
、
日
本
の
対
外
直
接
投
資
収
益
率

（
四
五
四
）



日
本
の
対
外
直
接
投
資
収
益
率
（
横
溝
）

三
七

が
、
な
か
で
も
海
外
の
直
接
投
資
受
入
先
で
の
資
金
調
達
環
境
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。
日
本
は
過
去
に
蓄
積
し
た
対
外

資
産
か
ら
、
効
率
的
に
要
素
所
得
が
得
ら
れ
て
い
る
か
。
直
接
投
資
受
入
先
の
資
金
調
達
環
境
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

資
金
調
達
が
容
易
で
は
な
い
、
直
接
投
資
受
入
先
現
地
で
の
資
金
調
達
を
補
完
す
る
な
ど
の
方
策
を
講
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

2
．
先
行
研
究

資
金
調
達
環
境
が
発
展
し
て
い
く
（
金
融
深
化
）
に
つ
れ
て
、
企
業
の
内
部
金
融
コ
ス
ト
と
外
部
金
融
コ
ス
ト
と
の
間
に
は
差
が
な
く

な
る
。R

ajan and Z
ingales

（1998
）
で
は
、
金
融
深
化
の
結
果
、
深
化
以
前
は
資
金
調
達
コ
ス
ト
の
高
か
っ
た
、
外
部
金
融
へ
の
依
存

度
が
相
対
的
に
高
い
企
業
の
成
長
率
は
、
高
ま
る
と
さ
れ
た
。

そ
こ
で
横
溝
（
二
〇
一
五
）
で
は
、
企
業
の
成
長
率
を
対
外
直
接
投
資
収
益
率
に
置
き
換
え
て
、
海
外
の
直
接
投
資
受
入
先
に
お
け
る

金
融
深
化
に
よ
っ
て
直
接
投
資
収
益
率
は
高
ま
る
と
い
う
、
仮
説
の
検
証
を
試
み
た
。
そ
の
時
の
検
証
で
は
、
対
外
直
接
投
資
受
入
先
ご

と
の
投
資
収
益
率
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
検
証
に
は
、
直
接
投
資
収
益
率
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
三
四
カ
国
そ
れ
ぞ
れ
の
、
世
界
向

け
直
接
投
資
収
益
率
を
用
い
た
。
そ
し
て
直
接
投
資
先
金
融
深
化
の
代
理
変
数
と
し
て
、
三
四
カ
国
各
国
の
直
接
投
資
残
高
全
体
に
占
め

る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
へ
の
直
接
投
資
残
高
の
割
合
を
用
い
た
。
そ
の
結
果
、
直
接
投
資
先
の
金
融
深
化
よ
り
も
、
直
接
投
資
出
し
手
国

（
本
国
）
の
銀
行
の
海
外
支
店
が
、
本
国
の
銀
行
か
ら
調
達
し
た
資
金
の
多
寡
が
直
接
投
資
収
益
率
に
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

他
方
、K

roszner, L
aeven and K

lingebiel 

（2007

）
で
は
業
種
別
に
、
外
部
金
融
へ
の
依
存
度
を
推
計
し
て
い
る
。
そ
し
て
世
界
銀

（
四
五
五
）
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三
八

行
か
ら
公
表
さ
れ
て
い
る
「
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
は
、
国
・
地
域
ご
と
に
、
資
金
調
達
の
容
易
さ
の
指
標
が
示
さ
れ

て
い
る
。

本
論
文
の
特
徴
の
一
つ
は
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
れ
ば
、
業
種
別
か
つ
投
資
受
入
先
別
に
、
外
部
金
融
へ
の
依
存
度
が
高
い
業
種
か
つ
、

資
金
調
達
が
容
易
と
な
っ
て
い
る
直
接
投
資
先
と
い
う
指
標
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
点
に
あ
る
。
こ
の
指
標
を
用
い
る
こ

と
で
、R

ajan and Z
ingales

（1998

）
で
の
企
業
の
成
長
率
に
代
え
て
、
業
種
別
・
受
入
先
別
の
対
外
直
接
投
資
収
益
率
に
対
し
て
、
直

接
投
資
の
業
種
ご
と
に
異
な
る
外
部
金
融
へ
の
依
存
の
程
度
と
、
直
接
投
資
受
入
先
の
金
融
深
化
の
程
度
と
が
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を

検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
論
文
で
は
、
業
種
別
・
受
入
先
別
対
外
直
接
投
資
収
益
率
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
で
、
か
ね
て
か
ら
の
問
題
意
識
に
よ
り
近
い
と

こ
ろ
で
検
証
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
日
本
銀
行
か
ら
は
、
日
本
か
ら
の
対
外
直
接
投
資
残
高
・
直
接
投
資
フ
ロ
ー
・
直
接
投
資
収
益
の
、

業
種
別
・
受
入
別
の
、
二
〇
一
四
年
以
降
の
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
デ
ー
タ
の
存
在
に
よ
っ
て
、
横
溝
（
二
〇
一
五
）
で
は

直
接
検
証
す
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
仮
説
の
検
証
が
可
能
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
再
度
、
本
論
文
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
二
点
と
な
る
。
一
つ
は
直
接
投
資
受
入
先
ご
と
の
資
金
調
達
環
境
を
、
直
接
投

資
収
益
率
に
影
響
を
与
え
る
要
因
と
し
て
検
証
に
加
え
て
い
る
点
、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
資
金
調
達
環
境
か
ら
の
影
響
の
受
け
や
す
さ

が
業
種
別
に
異
な
る
こ
と
を
直
接
投
資
収
益
率
に
影
響
を
与
え
る
要
因
と
し
て
検
証
に
加
え
て
い
る
点
に
あ
る
。

（
四
五
六
）



日
本
の
対
外
直
接
投
資
収
益
率
（
横
溝
）

三
九

3
．
検
証

こ
こ
で
は
、
日
本
の
対
外
直
接
投
資
収
益
率
が
、
直
接
投
資
受
入
先
で
の
資
金
調
達

環
境
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。
こ
こ
で
の
直
接
投
資
収
益
率
と
は
、
業

種
別
か
つ
受
入
先
別
の
、
日
本
の
対
外
直
接
投
資
収
益
率
を
指
す
。
こ
の
対
外
直
接
投

資
収
益
率
は
、
日
本
の
対
外
直
接
投
資
の
年
次
で
の
業
種
別
・
受
入
先
別
収
益
を
、
前

年
末
時
点
で
の
業
種
別
・
受
入
先
別
直
接
投
資
残
高
で
除
し
て
求
め
た
。
こ
う
し
た
直

接
投
資
収
益
率
の
計
算
に
は
、
日
本
銀
行
か
ら
公
表
さ
れ
て
い
る
、
日
本
か
ら
の
対
外

直
接
投
資
残
高
・
直
接
投
資
フ
ロ
ー
・
直
接
投
資
収
益
の
、
い
ず
れ
も
年
次
デ
ー
タ

（
二
〇
一
四
〜
一
六
年
）
を
使
用
し
た
（
3
）

。

塩
田
・
笠
原
・
中
道
（
二
〇
一
六
）
で
は
、
日
本
の
対
外
直
接
投
資
収
益
率
を
、
ア

メ
リ
カ
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
に
対
し
て
二
〇
一
〇
年
以
降
、
収

益
率
の
高
い
地
域
へ
の
投
資
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
日
本
の
直
接
投
資
収
益
率
は
上
昇
し

て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
横
断
面
で
、
日
本
の
対
外
直
接
投
資
先
ご
と
の
残
高

と
収
益
率
と
の
関
係
を
見
た
場
合
に
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

図
1－

1
は
、
日
本
か
ら
の
直
接
投
資
受
入
先
ご
と
の
直
接
投
資
残
高
（
製
造
業
全

体
）（
二
〇
一
五
年
末
）
と
直
接
投
資
収
益
率
（
製
造
業
全
体
）（
二
〇
一
六
年
）
と
の
相
関

図 1－ 1　日本からの直接投資先別の残高と収益率（製造業全体）

（相関係数 0.082）
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四
〇

を
見
る
た
め
の
散
布
図
と
な
る
。
残
高
が
最
も
大
き
い
の
は
ア
メ
リ
カ
へ
の
直
接
投
資

（
十
八
兆
二
千
七
百
六
十
億
円
）
と
な
る
が
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
投
資
収
益
率
は

六
・
九
二
％
と
、
世
界
向
け
の
投
資
収
益
率
八
・
〇
七
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
同
様
に
、

残
高
が
三
番
目
に
大
き
い
オ
ラ
ン
ダ
向
け
の
直
接
投
資
（
五
兆
四
千
六
百
三
億
円
）
も
投

資
収
益
率
が
四
・
三
〇
％
と
、
世
界
向
け
の
値
を
下
回
っ
て
い
る
。
残
高
が
二
番
目
に

大
き
い
中
国
向
け
の
直
接
投
資
（
八
兆
六
千
百
六
十
九
億
円
）
で
は
一
二
・
七
六
％
と
、

世
界
向
け
の
投
資
収
益
率
を
上
回
る
こ
と
に
な
る
が
、
直
接
投
資
残
高
が
大
き
な
国
向

け
の
投
資
収
益
率
は
、
必
ず
し
も
高
く
な
い
と
言
え
る
。

図
1－

2
は
、
図
1－

1
か
ら
直
接
投
資
残
高
で
上
位
三
カ
国
（
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、

オ
ラ
ン
ダ
）
を
除
い
て
描
き
直
し
た
散
布
図
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
形
に
し
て
は
じ
め

て
、
直
接
投
資
残
高
と
収
益
率
と
の
間
に
は
、
か
ろ
う
じ
て
正
の
相
関
が
見
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
直
接
投
資
収
益
率
に
影
響
を
与
え
る
要
因
は
何
か
。

直
接
投
資
収
益
率
に
影
響
を
与
え
る
変
数
と
し
て
、
資
金
調
達
コ
ス
ト
の
差
と
な
っ

て
表
れ
る
、
業
種
に
よ
っ
て
異
な
る
と
さ
れ
る
外
部
金
融
依
存
度
、
そ
し
て
直
接
投
資

先
の
国
で
の
資
金
調
達
の
容
易
さ
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
検
証
に
あ
た
り
、
業
種
別

で
の
外
部
金
融
依
存
度
に
は
、K

roszner, L
aeven and K

lingebiel 

（2007

）
で
推
計

さ
れ
た
結
果
の
値
を
用
い
る
。
直
接
投
資
先
の
国
で
の
資
金
調
達
の
容
易
さ
に
は
、
世

図 1－ 2　日本からの直接投資先別の残高と収益率（製造業全体）

（除く、残高上位 3カ国）（相関係数 0.244）
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日
本
の
対
外
直
接
投
資
収
益
率
（
横
溝
）

四
一

界
銀
行
か
ら
公
表
さ
れ
て
い
る
「
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
あ
る
、
国
別
の
資
金
調
達
の
容
易
さ
の
指
標
を
用
い
る
。
指

標
は
一
〇
〇
か
ら
〇
ま
で
の
値
を
と
り
、
一
〇
〇
は
資
金
調
達
が
最
も
容
易
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
さ
ら
に
直
接
投
資
収
益
率
へ
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
変
数
と
し
て
、
直
接
投
資
先
の
国
の
経
済
成
長
率
と
、
世
界
向
け
の
業
種
別
直
接
投
資
収
益
率
と
を
加
え
る
。
直
接
投
資
先
の

国
の
経
済
成
長
率
に
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
のW

orld E
conom

ic O
utlook

か
ら
、
各
国
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
増
加
率
を
用
い
る
。
世
界
向
け
の
業
種

別
直
接
投
資
収
益
率
は
、
業
種
別
・
受
入
先
別
直
接
投
資
収
益
率
と
同
様
、
業
種
別
に
、
投
資
先
の
国
ご
と
の
直
接
投
資
収
益
を
合
計
し
、

同
じ
く
業
種
別
で
、
投
資
先
の
国
ご
と
の
直
接
投
資
残
高
の
合
計
で
除
し
て
求
め
た
値
を
用
い
る
。

当
該
業
種
の
外
部
金
融
依
存
度
が
高
い
ほ
ど
資
金
調
達
コ
ス
ト
が
嵩
む
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
業
種
別
・
受
入
先
別
直
接
投
資
収

益
率
を
被
説
明
変
数
に
、
業
種
ご
と
の
外
部
金
融
依
存
度
を
説
明
変
数
の
一
つ
と
す
る
と
、
外
部
金
融
依
存
度
の
係
数
に
期
待
さ
れ
る
符

号
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。
反
対
に
、
直
接
投
資
先
の
国
で
の
資
金
調
達
が
容
易
で
あ
る
ほ
ど
資
金
調
達
コ
ス
ト
が
低
く
て
す
む
こ
と
か
ら
、

直
接
投
資
先
ご
と
の
資
金
調
達
の
容
易
さ
の
係
数
に
つ
い
て
は
、
期
待
さ
れ
る
符
号
が
プ
ラ
ス
と
な
る
。
そ
し
て
、
外
部
金
融
依
存
度
と

資
金
調
達
の
容
易
さ
と
の
交
差
項
に
つ
い
て
は
、
直
接
投
資
先
の
国
で
資
金
調
達
が
し
や
す
い
ほ
ど
、
外
部
金
融
へ
の
依
存
度
の
高
い
業

種
は
、
資
金
調
達
コ
ス
ト
が
低
く
て
す
み
、
収
益
率
が
高
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
係
数
の
期
待
さ
れ
る
符
号
は
プ
ラ
ス
と
な

る
。検

証
で
は
、
日
本
か
ら
の
業
種
別
・
受
入
先
別
の
直
接
投
資
収
益
率
を
被
説
明
変
数
と
し
、
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
五
つ
の
変

数
（
業
種
ご
と
の
外
部
金
融
依
存
度
、
直
接
投
資
先
で
の
資
金
調
達
の
容
易
さ
、
こ
れ
ら
二
つ
を
掛
け
合
わ
せ
た
も
の
、
業
種
ご
と
の
世
界
向
け
直
接
投

資
収
益
率
、
直
接
投
資
先
の
経
済
成
長
率
）
を
説
明
変
数
と
す
る
。
い
ず
れ
も
二
〇
一
四
〜
二
〇
一
六
年
の
年
次
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
最
小

二
乗
法
で
推
計
す
る
。
こ
こ
で
い
う
業
種
と
は
、
製
造
業
の
一
二
業
種
を
指
し
て
お
り
、
非
製
造
業
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

（
四
五
九
）
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表 1　直接投資収益率推計結果（鉄・非鉄・金属業の外部金融依存度 : 0.26）

自由度修正済決定係数 0.027
観測数 635

係数 標準誤差 t P－値
切片 －3.211 5.027 －0.639 0.523

外部金融依存度 －16.069 24.571 －0.654 0.513

外部金融依存度
×資金調達の容易さ 0.129 0.361 0.356 0.722

資金調達の容易さ 0.099 0.062 1.604 0.109

世界での業種別収益率 0.501 0.245 2.046 0.041

経済成長率 1.228 0.371 3.313 0.001

表 2　直接投資収益率推計結果（鉄・非鉄・金属業の外部金融依存度 : 0.18）

自由度修正済決定係数 0.026
観測数 635

係数 標準誤差 t P－値
切片 －3.546 4.963 －0.714 0.475

外部金融依存度 －15.286 25.932 －0.589 0.556

外部金融依存度
×資金調達の容易さ 0.119 0.381 0.313 0.754

資金調達の容易さ 0.101 0.061 1.652 0.099

世界での業種別収益率 0.515 0.243 2.117 0.035

経済成長率 1.232 0.371 3.323 0.001

表 3　直接投資収益率推計結果（鉄・非鉄・金属業の外部金融依存度 : 0.08）

自由度修正済決定係数 0.026
観測数 635

係数 標準誤差 t P－値
切片 －4.099 4.835 －0.848 0.397

外部金融依存度 －12.819 26.689 －0.480 0.631

外部金融依存度
×資金調達の容易さ 0.097 0.393 0.246 0.806

資金調達の容易さ 0.104 0.059 1.744 0.082

世界での業種別収益率 0.537 0.241 2.232 0.026

経済成長率 1.238 0.371 3.337 0.001

（
四
六
〇
）



日
本
の
対
外
直
接
投
資
収
益
率
（
横
溝
）

四
三

結
果
は
表
1
〜
3
に
挙
げ
た
（
4
）

。
そ
れ
ぞ
れ
の
表
の
違
い
は
、
鉄
・
非
鉄
・
金
属
業
の
外
部
資
金
依
存
度
と
し
て
用
い
る
数
字
の
違
い
に

あ
る
。
日
本
銀
行
が
公
表
し
て
い
る
業
種
別
の
直
接
投
資
デ
ー
タ
で
は
、
鉄
・
非
鉄
・
金
属
が
一
つ
の
業
種
と
し
て
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
しK

roszner, L
aeven and K

lingebiel 

（2007

）
で
は
、
鉄
、
非
鉄
、
金
属
を
、
各
々
で
異
な
る
業
種
と
し
て
、
外
部
金
融
依
存

度
が
推
計
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
表
1
〜
3
に
は
鉄
、
非
鉄
、
金
属
、
各
々
の
業
種
の
外
部
金
融
依
存
度
を
、
鉄
・
非
鉄
・
金
属
業
の
外

部
金
融
依
存
度
と
し
て
用
い
て
検
証
し
た
結
果
を
挙
げ
た
（
5
）

。

表
1
を
見
る
と
、
外
部
金
融
依
存
度
の
係
数
は
想
定
ど
お
り
、
マ
イ
ナ
ス
の
値
を
と
る
。
外
部
金
融
依
存
度
が
高
い
と
資
金
調
達
コ
ス

ト
が
嵩
む
こ
と
か
ら
、
直
接
投
資
収
益
率
は
低
く
な
る
と
言
え
る
も
の
の
、
有
意
で
は
な
い
こ
と
が
ｐ
値
か
ら
読
み
取
れ
る
。
こ
れ
は
表

2
と
表
3
で
も
同
様
で
あ
る
。
他
方
、
資
金
調
達
の
容
易
さ
の
係
数
も
想
定
ど
お
り
、
プ
ラ
ス
の
値
を
と
る
。
表
1
で
は
有
意
と
は
な
ら

な
い
も
の
の
、
表
2
と
表
3
で
は
一
〇
％
水
準
で
有
意
と
な
る
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
直
接
投
資
先
で
の
資
金
調
達
が
容
易
で
あ
る
ほ

ど
資
金
調
達
コ
ス
ト
が
低
く
て
す
む
こ
と
か
ら
、
直
接
投
資
収
益
率
が
高
く
な
る
と
言
え
る
。
ま
た
、
交
差
項
の
係
数
も
想
定
ど
お
り
、

プ
ラ
ス
の
値
と
な
っ
て
い
る
が
、
表
1
〜
3
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
有
意
で
あ
る
と
の
結
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
有
意
で
あ
れ
ば
、
直

接
投
資
先
の
国
で
資
金
調
達
が
容
易
で
あ
る
ほ
ど
、
外
部
金
融
へ
の
依
存
度
の
高
い
業
種
は
、
投
資
収
益
率
が
高
く
な
る
と
言
え
た
。

以
上
を
纏
め
る
と
、
直
接
投
資
先
で
の
資
金
調
達
環
境
は
、
直
接
投
資
収
益
率
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の

推
計
式
も
、
自
由
度
調
整
済
決
定
係
数
が
低
い
値
と
な
っ
て
い
る
。
業
種
ご
と
の
外
部
金
融
依
存
度
が
、
直
接
投
資
収
益
率
を
説
明
す
る

変
数
と
し
て
有
意
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、
推
計
式
全
体
で
見
た
時
の
決
定
係
数
の
低
さ
に
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

表
4
に
は
、
日
本
の
対
外
直
接
投
資
で
の
製
造
業
一
二
業
種
を
、K

roszner, L
aeven and K

lingebiel 

（2007

）
の
推
計
結
果
か
ら
、

外
部
金
融
依
存
度
が
低
い
と
さ
れ
る
順
に
並
べ
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
内
で
の
、
直
接
投
資
収
益
率
の
平
均
値
・
中
央
値
・
分
散

（
四
六
一
）
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値
・
最
大
値
・
最
小
値
を
載
せ
た
。
た
と
え
ば
、
外
部
金
融
依
存
度
が
最

も
低
い
と
さ
れ
る
石
油
（
業
）
で
は
、
直
接
投
資
収
益
率
の
最
大
値
と
最

小
値
が
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
二
・
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
マ
イ
ナ
ス
二
〇
・
七
七

パ
ー
セ
ン
ト
、
分
散
値
が
一
一
一
〇
二
・
三
九
で
あ
る
ば
か
り
か
、
平
均

値
と
中
央
値
も
互
い
の
値
（
そ
れ
ぞ
れ
三
五
・
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
マ
イ
ナ
ス

一
・
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
離
れ
て
い
る
。
石
油
（
業
）
の
他
に
は
、
精
密

機
械
器
具
（
業
）
や
輸
送
機
械
器
具
（
業
）
で
も
分
散
値
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
業
種
の
よ
う
に
、
業
種
に
よ
っ
て
は
、
業
種
内
で
の

直
接
投
資
収
益
率
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
表
か
ら
見

て
と
れ
る
。
推
計
式
で
は
こ
う
し
た
業
種
内
で
の
直
接
投
資
収
益
率
の
ば

ら
つ
き
を
、
直
接
投
資
先
の
資
金
調
達
環
境
と
経
済
成
長
率
だ
け
で
は
説

明
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
外
部
資
金
依
存
度
の
係
数
が
有
意
に
な
ら

ず
、
推
計
式
の
自
由
度
修
正
済
決
定
係
数
が
低
く
な
っ
た
一
因
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

表 4　外部金融依存度順での業種内対外直接投資収益率の記述統計量

石油 ゴム・皮革 輸送機械
器具 化学・医薬 ガラス・

土石
一般機械
器具

平均値（％） 35.80 3.71 19.76 10.09 10.14 9.53

中央値（％） －1.12 3.34 15.61 8.45 7.59 9.02

分散値 11102.39 285.50 425.70 91.27 256.37 114.75

最大値（％） 402.78 62.23 113.14 51.02 79.00 49.91

最小値（％） －20.77 －41.05 －9.78 －1.69 －6.69 －14.84

木材・
パルプ 食料品 電気機械

器具
鉄・非鉄・
金属

精密機械
器具 繊維

平均値（％） 3.22 8.01 10.01 7.05 15.29 5.93

中央値（％） 3.22 6.71 9.83 5.59 11.21 4.75

分散値 20.13 25.36 210.30 81.63 451.09 21.88

最大値（％） 11.13 21.15 99.23 55.73 102.44 17.46

最小値（％） －10.27 0.24 －22.76 －13.03 －4.41 －4.90

（
四
六
二
）
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収
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五

4
．
結
び
に
か
え
て

直
接
投
資
収
益
率
が
、
直
接
投
資
受
入
先
で
の
資
金
調
達
環
境
の
影
響

を
受
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
過
去

に
蓄
積
さ
れ
た
対
外
資
産
か
ら
要
素
所
得
が
効
率
的
に
得
ら
れ
て
い
る
か

を
見
る
指
標
に
あ
た
る
、
対
外
直
接
投
資
収
益
率
を
上
げ
る
に
は
、
ど
の

よ
う
な
方
策
を
講
じ
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
日
本
の
対
外
直

接
投
資
の
現
状
を
確
認
し
て
み
る
。

表
5
は
、
表
4
と
同
様
に
、
日
本
の
対
外
直
接
投
資
で
の
製
造
業
一
二

業
種
を
、
外
部
金
融
依
存
度
が
低
い
順
に
並
べ
た
上
で
、
世
界
向
け
直
接

投
資
残
高
（
二
〇
一
六
年
末
）
で
の
累
積
比
率
を
示
し
た
も
の
と
な
る
。

日
本
か
ら
の
対
外
直
接
投
資
残
高
で
は
最
も
大
き
な
輸
送
機
械
器
具
業
が
、

外
部
金
融
依
存
度
で
は
低
い
ほ
う
か
ら
数
え
て
三
番
目
に
来
る
こ
と
も
あ

り
、
直
接
投
資
残
高
の
ほ
ぼ
半
分
を
五
番
目
の
ガ
ラ
ス
・
土
石
業
ま
で
で

占
め
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
日
本
の
対
外
直
接
投
資
を
業
種
別
で
見

る
と
、
直
接
投
資
残
高
は
直
近
で
、
比
較
的
、
外
部
金
融
依
存
度
の
低
い

業
種
に
偏
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

表 5　外部金融依存度順での業種別対外直接投資残高累積比率

石油 ゴム・
皮革

輸送機械
器具

化学・
医薬

ガラス・
土石

一般機械
器具

累積比率（％） 0.6 4.1 25.7 44.2 47.5 58.0

木材・
パルプ 食料品 電気機械

器具
鉄・非鉄・
金属

精密機械
器具 繊維

累積比率（％） 59.9 73.4 87.5 95.9 98.7 100.0

表 6　外部金融依存度順での業種別対外直接投資収益累積比率

石油 ゴム・
皮革

輸送機械
器具

化学・
医薬

ガラス・
土石

一般機械
器具

累積比率（％） 0.4 5.9 36.8 51.2 52.9 66.6

木材・
パルプ 食料品 電気機械

器具
鉄・非鉄・
金属

精密機械
器具 繊維

累積比率（％） 67.2 73.3 91.1 96.3 99.3 100.0

（
四
六
三
）
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日
本
の
対
外
直
接
投
資
が
外
部
金
融
依
存
度
の
低
い
業
種
に
偏
っ
て
い
る
と
い
う
傾

向
は
、
直
接
投
資
残
高
の
代
わ
り
に
、
直
接
投
資
収
益
で
見
る
と
、
よ
り
顕
著
と
な
る
。

表
6
は
、
表
5
と
同
様
に
、
日
本
の
対
外
直
接
投
資
で
の
製
造
業
一
二
業
種
を
、
外
部

金
融
依
存
度
が
低
い
順
に
並
べ
、
世
界
向
け
直
接
投
資
収
益
（
二
〇
一
六
年
）
で
の
累

積
比
率
を
示
し
た
も
の
と
な
る
。
直
接
投
資
収
益
で
は
、
外
部
金
融
依
存
度
で
は
低
い

ほ
う
か
ら
数
え
て
四
番
目
に
来
る
化
学
・
医
薬
業
で
、
全
体
の
半
分
を
す
で
に
超
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
対
外
直
接
投
資
を
収
益
で
見
る
と
、
外
部
金
融
依
存
度
の
低
い
業
種

に
、
さ
ら
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

図
7－

1
は
、
日
本
か
ら
の
直
接
投
資
先
別
の
残
高
（
二
〇
一
六
年
末
）
と
、
直
接

投
資
先
で
の
資
金
調
達
の
容
易
さ
と
の
相
関
を
見
る
た
め
の
散
布
図
と
な
る
。
直
接
投

資
先
と
し
て
、
残
高
の
最
も
大
き
な
ア
メ
リ
カ
で
の
資
金
調
達
の
容
易
さ
は
九
五
と
高

く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
残
高
で
二
番
目
の
中
国
や
三
番
目
の
オ
ラ
ン
ダ
で
の
資
金
調

達
の
容
易
さ
は
、
い
ず
れ
も
五
〇
と
比
較
的
低
い
値
を
取
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

図
7－

2
は
、
図
7－

1
か
ら
直
接
投
資
残
高
で
上
位
三
カ
国
（
ア
メ
リ
カ
・
中
国
・

オ
ラ
ン
ダ
）
を
除
い
て
、
描
き
直
し
た
散
布
図
と
な
る
。
こ
の
図
か
ら
、
直
接
投
資
残

高
と
資
金
調
達
の
容
易
さ
と
の
間
に
相
関
は
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
直
近
で
は
、

日
本
か
ら
の
対
外
直
接
投
資
残
高
が
比
較
的
大
き
い
国
で
あ
っ
て
も
、
資
金
調
達
が
容

図 7－ 1　日本からの直接投資先別の残高と資金調達の容易さ
（相関係数 0.217）
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図 7－ 2　日本からの直接投資先別の残高と資金調達の容易さ
（除く、残高上位 3カ国）（相関係数－0.018）
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図 8－ 1　日本からの直接投資先別の収益と資金調達の容易さ
（相関係数 0.152）
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図 8－ 2　日本からの直接投資先別の収益と資金調達の容易さ
（除く、収益上位 3カ国）（相関係数－0.003）
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易
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

図
8－

1
は
、
日
本
か
ら
の
直
接
投
資
先
別
の
収
益
（
二
〇
一
六
年
）
と
直
接
投
資
先
の
資
金
調
達
の
容
易
さ
と
の
相
関
を
見
る
た
め

の
散
布
図
と
な
る
。
図
8－

2
は
、
図
8－

1
か
ら
収
益
で
の
上
位
三
カ
国
（
ア
メ
リ
カ
・
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
）
を
除
い
て
描
き
な
お
し
た

散
布
図
と
な
る
。
こ
の
図
か
ら
、
日
本
が
比
較
的
多
く
の
直
接
投
資
収
益
を
得
て
い
る
国
で
あ
っ
て
も
、
現
地
で
の
資
金
調
達
が
容
易
で

は
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

以
上
よ
り
、
現
状
で
の
日
本
の
対
外
直
接
投
資
は
、
外
部
金
融
依
存
度
の
低
い
業
種
に
比
較
的
偏
っ
て
い
る
。
ま
た
日
本
の
対
外
直
接

投
資
先
は
残
高
・
収
益
と
も
に
規
模
が
比
較
的
大
き
な
国
で
あ
っ
て
も
、
現
地
で
の
資
金
調
達
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ

で
現
状
か
ら
は
、
本
国
と
直
接
投
資
先
の
国
と
の
あ
い
だ
で
、
企
業
内
部
で
の
資
金
の
融
通
が
容
易
と
な
れ
ば
、
直
接
投
資
収
益
率
を
上

げ
る
こ
と
の
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
資
金
調
達
が
容
易
で
は
な
い
、
直
接
投
資
受
入
先
現
地
で
の
資
金
調
達
を
補
完
す
る

方
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
で
、
現
状
で
は
残
高
・
収
益
で
見
て
比
較
的
少
な
い
、
外
部
金
融
依
存
度
の
高
い
業
種
や
、
現
地
で
の
資
金
調

達
が
容
易
で
な
い
国
へ
の
直
接
投
資
を
増
や
し
て
い
け
る
余
地
が
残
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

（
1
） 

『
平
成
29
年
版
通
商
白
書
』p.23

で
は
国
際
収
支
の
発
展
段
階
説
を
引
き
合
い
に
出
し
、
一
九
九
〇
年
代
と
比
較
し
て
貿
易
収
支
黒
字
が
縮
小
し
、

第
一
次
所
得
収
支
黒
字
が
増
加
し
て
い
る
日
本
を
、「
成
熟
し
た
債
権
国
」
の
経
常
収
支
の
稼
ぎ
方
に
近
づ
い
て
い
る
傾
向
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
2
） 

第
一
次
所
得
収
支
に
は
、
投
資
収
益
の
ほ
か
、
雇
用
者
報
酬
と
、
投
資
収
益
・
雇
用
者
報
酬
に
分
類
さ
れ
な
い
、
そ
の
他
第
一
次
所
得
と
い
う

項
目
が
あ
る
。

（
3
） 

二
〇
一
四
年
の
直
接
投
資
収
益
率
を
求
め
る
の
に
必
要
な
、
二
〇
一
三
年
末
時
点
で
の
直
接
投
資
残
高
は
、
二
〇
一
四
年
末
時
点
の
直
接
投
資

残
高
か
ら
、
二
〇
一
四
年
の
直
接
投
資
フ
ロ
ー
を
差
し
引
い
て
求
め
た
。

（
四
六
六
）



日
本
の
対
外
直
接
投
資
収
益
率
（
横
溝
）

四
九

（
4
） 

日
本
銀
行
か
ら
公
表
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
向
け
の
化
学
・
医
薬
業
で
の
直
接
投
資
は
、
二
〇
一
五
年
末
の
残
高
が
〇
億
円

に
限
り
な
く
近
い
金
額
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
二
〇
一
六
年
に
は
多
大
な
収
益
（
八
十
三
億
円
）
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

イ
ン
ド
の
化
学
・
医
薬
業
の
二
〇
一
六
年
に
お
け
る
直
接
投
資
収
益
率
は
、
推
計
の
際
に
は
除
い
て
い
る
。

（
5
） 
外
部
金
融
依
存
度
と
し
て
、
表
1
に
は
鉄
（
業
）
の
値
（
〇
・
二
六
）
を
、
表
2
に
は
非
鉄
（
業
）
の
値
（
〇
・
一
八
）
を
、
表
3
に
は
金
属

（
業
）
の
値
（
〇
・
〇
八
）
を
用
い
た
。
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